
報道発表資料

＜お問い合わせ先＞
大阪税関調査部 特別審理官（第1担当）

☎ 06-6576-3124・3138

令和２年２月１２日

令和元年の

大阪税関における関税法違反事件
の取締り状況



※1.不正薬物とは、覚醒剤、大麻、あへん、麻薬(ヘロイン、コカイン、MDMA等)、向精神薬及び指定薬物をいう
※2.押収重量は錠剤型薬物を除いたもの

大阪税関における取締状況

大阪税関が令和元年（平成31年1月から令和元年１２月まで）に管内の空港や港湾等において
不正薬物※1の密輸入事件を取り締った実績

[覚醒剤事犯]

摘発件数 52件（前年比約3.5倍）
押収量約 118kg（前年比5％増）

[大麻事犯]

摘発件数 32件（前年比28％増）
押収量約 5kg（前年比55％減）

[麻薬事犯]

摘発件数 17件（前年比42％増）
押収量約 9kg(前年比約2.8倍)

[指定薬物事犯]
摘発件数 29件（前年から横ばい）
押収量約 1kg未満（前年同期比83％減）

[不正薬物事犯全体]
摘発件数130件（前年比60％増） 押収量約133kg（前年比2％増）

押収量は2年連続の100㎏越え

令和元年の密輸動向



大阪税関における不正薬物等の摘発実績
大阪税関における不正薬物等の摘発実績 全国税関における不正薬物等の摘発実績

(注) １.令和元年は、平成31年１月から令和元年12月を示す。以下同じ。
２.税関が摘発した密輸入事犯のほか、警察等他機関が摘発した事件で、税関が当該事件に関与したものを含む。

３.覚醒剤は、覚醒剤及び覚せい剤原料の合計を示す。

４.大麻樹脂等は、大麻樹脂のほか、大麻リキッド・大麻菓子等の大麻製品の合計を示す。

５.MDMA等は、MDMA、MDA及びMDEの合計を示す。
６.(参考)使用回数は、以下の不正薬物について、乱用者の通常の一回分使用量をもとに換算し、合計したものである。
（覚醒剤：0.03ｇ、大麻草：0.5ｇ、大麻樹脂：0.1ｇ、ヘロイン：0.01ｇ、コカイン：0.03ｇ、MDMA等及び向精神薬：1錠）

７.端数処理のため数値が合わないことがある。
８.数量の表記について、「0」とは500ｇまたは500錠未満の場合を示し、「－」とは全く無い場合を示す。

９.指定薬物については、平成27年４月以降の実績を計上。

10.令和元年の数値は速報値である。

年

　種類 前年比

件 83 104 151 169 425 251%

kg 422 1,501 1,159 1,159 2,570 222%

件 122 118 171 218 241 111%

kg 34 9 131 156 78 50%

件 58 81 115 128 110 86%

kg 29 6 117 143 61 43%

件 64 37 56 90 131 146%

kg 6 3 13 13 17 131%

件 213 182 170 225 209 93%

kg 26 121 82 161 656 408%

千錠 1 1 2 32 61 189%

件 2 6 6 8 5 63%

kg 2 0 70 1 17 24倍

件 8 12 24 58 52 90%

kg 18 119 10 153 638 417%

件 23 27 48 59 67 114%

kg 0 1 0 5 0 7%

千錠 0 1 2 32 61 191%

件 12 20 18 17 26 153%

kg 4 1 0 1 0 11%

件 168 117 74 83 59 71%

kg 2 1 1 0 0 25%

千錠 1 0 0 1 0 58%

件 16 11 17 38 6 16%

kg 0 - 0 0 - 全減

千錠 7 2 4 26 0 1%

件 1,462 477 275 221 165 75%

kg 40 19 8 17 15 85%

件 1,896 892 784 871 1,046 120%

kg 522 1,650 1,380 1,493 3,318 222%

千錠 8 3 6 58 61 106%

万回 1,499 5,405 4,638 4,427 10,896 246%

件 5 4 7 8 - 全減
丁 5 4 19 10 - 全減
件 5 4 6 7 - 全減
丁 5 4 18 9 - 全減
件 - - 3 1 - 全減
点 - - 4 1 - 全減

うち拳銃

拳銃部品

向精神薬

合計

銃砲

ＭＤＭＡ等

（参考）使用回数

指定薬物

ケタミン

覚醒剤

大  麻

平成27年

コカイン

令和元年

大麻草

その他麻薬

麻薬

ヘロイン

平成30年平成29年

大麻樹脂等

平成28年
年

　種類 前年比

件 6 18 16 15 52 347%
kg 10 16 31 113 118 105%
件 11 21 10 25 32 128%

kg 4 1 2 12 5 45%

件 7 9 8 17 14 82%

kg 2 1 1 9 2 27%

件 4 12 2 8 18 225%

kg 2 0 1 2 3 115%

件 26 24 8 12 17 142%

kg 0 0 0 3 9 275%

千錠 0 0 0 1 10 991%

件 - - - - - -

kg - - - - - -

件 - 2 - 5 8 160%

kg - 0 - 3 9 275%

件 4 4 - 2 3 150%

kg - 0 - 0 0 290%

千錠 0 0 - 1 10 967%

件 4 4 2 1 1 100%

kg 0 0 0 0 0 28%

件 18 14 6 4 5 125%

kg 0 0 0 0 0 297%

千錠 0 0 0 - 0 全増

件 6 2 - - - -

kg 0 0 - - - -

千錠 2 0 - - - -

件 131 43 53 29 29 100%

kg 3 1 1 3 0 17%

件 180 108 87 81 130 160%

kg 17 18 34 131 133 102%

千錠 2 0 0 1 10 991%

万回 34 53 105 392 427 109%

件 - - 2 3 - 全減
丁 - - 13 3 - 全減
件 - - 2 3 - 全減
丁 - - 13 3 - 全減
件 - - 1 1 - 全減
点 - - 1 1 - 全減

覚醒剤

大  麻

平成27年 平成28年

麻薬

ヘロイン

令和元年平成30年平成29年

指定薬物

大麻樹脂等

その他麻薬

コカイン

大麻草

拳銃部品

向精神薬

合計

銃砲

ＭＤＭＡ等

（参考）使用回数

ケタミン

うち拳銃



薬物事犯の特異事例等について
覚醒剤事犯

0

5

10

15

20

25

H27 H28 H29 H30 R1

2 21 1
4

17

11 11

24

2 2 3

21

1 1
3

1

覚醒剤仕出地域推移
ヨーロッパ

アフリカ

アジア

北米

中南米

中東

不明

摘
発
件
数

Ｒ１10 16

31

113 118

6

18 16
15

52

0

20

40

60

80

100

120

0

10

20

30

40

50

60

H27 H28 H29 H30 R1

覚醒剤摘発推移

押収量（Kg） 摘発件数（件）
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・摘発件数は大幅に増加（３．５倍、１５件⇒５２件）、押収量は微増（５％増、約１１３㎏⇒約１１８㎏）し、２年連続１００㎏を超え。
・仕出地は北米（米国、カナダ）が件数（７倍、３件⇒２１件）、押収量（２０９倍、約３００g⇒約６４㎏）ともに激増した。



大麻事犯
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・摘発件数は増加（２８％増、２５件⇒３２件）し、押収量は減少（５５％減、約１２㎏⇒約５㎏）した。
・仕出地は前年に引き続き米国からの大麻リキッドなどの大麻製品の摘発が多く、１８件約５㎏を押収した。



麻薬事犯

0.2 0.4 0.1

3.1

8.626
24

8

12

17

0

2

4

6

8

10

0

5

10

15

20

25

30

H27 H28 H29 H30 R1

麻薬摘発推移

押収量（Kg） 摘発件数（件）

摘
発
件
数

押
収
量(

㎏)

0

5

10

15

20

25

H27 H28 H29 H30 R1

1 2 3 2

24

21

7

2

7

1 1

6

2
1 1

5

1

摘
発
件
数

麻薬仕出地推移

ヨーロッパ

アジア

北米

中南米

アフリカ

・コカインの摘発が増加（６０％増、５件⇒８件）、押収量も増加（２．８倍、約３㎏⇒約９㎏）
・ＭＤＭＡは約1万錠の摘発があった。



[覚醒剤事犯]

事例紹介



覚醒剤事犯
・上半期は、民泊あて密輸入事案の摘発が５件（約１４kg押収）と相次いだ。
・下半期は、民泊あての事案は１件（約３㎏押収）と減少した。

・しかし、タイ来タイ人航空機旅客による小口の密輸入事案が6件(約３㎏）と急増した。
これらは同一便で入国し複数名が一斉に密輸を実行する、

所謂ショットガン方式と呼ぶ密輸入手口である。

団体旅客に紛れ込み入国する 団体旅客として税関検査を受検



覚醒剤事犯
令和元年８月・関西空港税関支署

タイ王国から団体旅客に扮し入国したタイ人男性の身辺から、

コンドーム等に包まれた覚醒剤１９６グラムを発見、摘発



覚醒剤事犯
令和元年８月・関西空港税関支署

タイ王国から団体旅客に扮し入国したタイ人女性２名の携行品内及び身辺から、

コンドーム等に包まれた覚醒剤約1,084グラムを発見、摘発

タイ人女性・Ａ
覚醒剤約542グラム

タイ人女性・Ｂ
覚醒剤約542グラム

リュックサック肩掛けベルト部分
及び体腔内に隠匿



覚醒剤事犯
令和元年８月・関西空港税関支署

タイ王国から団体旅客に扮し入国したタイ人女性３名の着用ブラジャー内等から、

コンドーム等に包まれた覚醒剤約1,500グラムを発見、摘発

タイ人女性・Ａ
覚醒剤約500グラム

タイ人女性・Ｃ
覚醒剤約500グラム

携行品内のセーター内

タイ人女性・Ｂ
覚醒剤約500グラム

着用ブラジャー内、腹部巻き付け 着用ブラジャー内、腹部巻き付け



覚醒剤事犯
令和元年10月・関西空港税関支署

カナダから旅客に扮し入国したカナダ人男性のスーツケース内から、

カーボン紙等に包まれた覚醒剤17,928グラムを発見、摘発



[大麻事犯]

事例紹介



大麻事犯

米国から帰国した航空旅客の携行品内から、

大麻成分を含有するオリーブオイル2本を発見、摘発

令和元年９月・関西空港税関支署


